
「人工知能で定量された冠動脈石灰化体積と Agatston score 

(アガストン・スコア)の比較」のお知らせ 
 

近年、人工知能を用いた画像解析の研究が全世界的に進められています。当院では本年3月

よりシーメンス社が提供する AI Rad Companion Chest CT （以下 A I R C）を利用

しています。A I R Cでは冠動脈の石灰化体積を通常の胸部C Tから算出することができま

す。冠動脈の石灰化の程度は、心筋梗塞や狭心症といった心臓疾患と密接に関係している

ことが知られており、従来、心電図同期下にC Tを撮影し、ワークステーションを用いてア

ガストン・スコアとして算出しています。 

アガストン・スコアで算出している冠動脈の石灰化の程度を、A I R Cを用いてより簡便に

冠動脈石灰化の程度を知ることができれば、心臓疾患のリスクを通常の胸部C Tから推測

することが可能となります。そのためA I R Cを用いてより簡便に冠動脈石灰化の程度が計

測できるかどうかを調べる研究を計画しました。 

 

＜研究対象＞当院で 2021 年 3 月 1 日から 2021 年 9 月 30 日の期間に下記の検査を

受けられた患者さん 

※検査内容：冠動脈 C T、冠動脈石灰化スコア用 C T 

  

＜研究期間＞2022 年 3 月 31 日までを予定しています。 

 

＜研究内容＞ 

A I R C で計測した冠動脈の石灰化体積と Agatston score（日常臨床で冠動脈疾患の治療

方針を決定するために使用されています）を比較します。人工知能の精度を検証し、日常臨

床の向上に役立てます。 

 

＜主任研究者＞京都桂病院 放射線診断科 部長 山岡利成 

 

研究で集めるデータには患者さんのお名前や住所など個人を特定する情報は含まれませ

ん。研究結果は，日本医学放射線学会や学会出版物として公表することがありますが、いか

なる場合でも個人情報が漏れることはありません。本研究は当院の倫理・臨床研究審査委員

会で承認されています。 

本研究の趣旨をご理解いただき本研究に参加をお願いします。もし参加を望まれない場

合は研究から除外しますので担当医師にお申し出ください。研究が始まった後でも自由に

参加を取りやめることができますのでその際も担当医師にお伝えください。ご協力いただ

けない場合でも、今後の診療に不利益はきたしません。また、ご質問がある場合も担当医師

にお伝えください。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2021 年 10 月 4日 

京都桂病院 放射線科診断部 部長 山岡 利成 


